推　　薦　　書
林葳は2009年1月に国立台中教育大学美術学部の研究科を卒業したばかりの若い女性画家です。彼女は学生時代から私に深い印象を与えてくれました。彼女の作品から、私の脳に浮かばせた華人社会の画壇の中に女性を絵画の題材とした2名の女性画家―潘玉良（註１）と陳進（註2）という二人です。
林葳の性格から考えると彼女が持つ持ち前の情熱と活発さがあって、前者の潘玉良女史と比較的に似ていることに対して、彼女の画風から考えると画風の繊細さと東洋女性が持つ含蓄さならば、後者である陳進女史と比較的に似ているのです。陳進女史は、1934年に精緻画（合奏）を用いて、当時の日本帝展に入選られた最初の台湾籍の東洋画家でした。
上述した2名の画家を言及したのは、林葳の作品にも人物を主要対象とするからのです。彼女の作品には社会景観の表情が映し出されていて、現代人達の時空間に対する感覚が示されており、素朴静寂と豪華爛漫という両様の異なっている記憶を鑑賞者の目に見受けられています。林葳の表現手法は、画家である陳進女史が丹念に描き出された題材とは、凄く似ているし、陳進女史が
後世に残した作品にも後世の人々にとって、当時女性の生活空間を研究するに値する史料として珍重されているものとなりました。
進んで言えば、林葳が持つ精緻画技法の風格と研究の心得を用いて、地縁的にも近い東京にて、十七世紀の江戸前期の狩野派、琳派；及び江戸中期の

文人画派；江戸後期の浮世絵などを研究することも利便性があります。特に

琳派は江戸の裏町文化の生活実用主義を強調していたので、彼女の研究方向が

こちらの方向に向ければ、頗る適合しているのではないかと思っております。

これら日本禅宗画派は、中国の宋元水墨と明の時代初期の浙派、例えば、
粱楷、牧谿、玉澗などを経由して影響を受けたこともあり、南宋院体派の馬夏画風である斜角半山の構図から転化して来た経緯もありました。日本での絵画

研究は中国画の基礎固めがあった彼女にとっても、そうなじまなくない筈です。
    彼女の修士論文には‘’都市・田舎―都市に住む人間の空間感覚の対応について‘’という研究題材を掲げており、恰も私が提起した台湾女性画家の第１人者である陳進女史と似ているところも数多くがあります。また、林葳は
作画をする時にいつも手作りの純絹糸で作画の底面の媒材として使い慣れており、この種の特殊媒材を選択し使用するのは、彼女の未来における作画の
画風作りには、良い基盤を築いており、中国古典絵画の基本底面の用材に

戻ることができるようになります。
    特に彼女が私に近い未来に日本へ進学しようと考えており、私に適合の
学校を推薦してほしいという希望を言いました。私は極力、彼女の日本への進学を勧めており、さらに彼女に芸術の修業を進めさせていながら、日本語の語学の勉強にも一緒にやりなさいと勧めた。特に日本絵の世界にも非常に多く

研究に値する領域がある筈のです。

　　本学校は貴校とともに師範を養成する教育学校であり、それと同時に

芸術の創作も専業分野のひとつを持つことであります。それがゆえに

貴校を彼女に推薦する学校の首選として、彼女に推薦させていただきます。
私としては、彼女を貴校の美術学部研究科に推薦をし、彼女は、近い未来に貴校にいながら、絵画創作の生活と研究を継続的にできるように切に希望

しております。これにも未来の歳月に彼女の本人と台湾の画壇にも深遠の影響が及ばせる筈のだと思っております。
（註１）
潘玉良(1895-1977)、中国近代美術史上の伝奇女史画家である、1918年に
上海美術専門学校に進学し、王済遠、朱山己瞻などの名師に学んだ；1923
年官費のフランス留学を合格し、リヨンの国立美術専門学校に就学した。

その後、パリ国立美術学院を通じて、イタリアのルーマ国立美術学院、

その学院の初代の中国女史画家になった；1928年修業を満了し、学校を卒業してから帰国した。その後、上海美術専門学校、上海新華芸術専門学校、
南京中央大学芸術学部において、王済遠、龐薫琹、徐悲鴻などの名師ととも

仕事をした。芸術の真諦と奥妙を継続的に模索するために、1937年に彼女は

再びスランスに戻った。長引く四十年の海外滞在の異郷生活が始まった。

1977年に死去。
（註二）
陳進1925年台北第三高等女子学校卒業、彼女の師匠であった郷原古統の

アレンジを受けて、日本東京女子美術学校日本絵師範科に入学した。1929年
東京女子美術学校東洋絵高等師範科卒業。卒業後に松林桂月（台展の審査員）

の紹介を通じて、鏑木清方（1878－1972、裏町の風俗美人絵で有名な画家）

の門下に入門した。その方の弟子である伊東深水（1898－1972、同じく美人絵で有名）と山川秀峰（1898－1944、美人絵、舞踊題材で有名）の指導を受けた。

作品には〈秋声〉第三回の台展に入賞《特選、無鑑査》；〈庭〉《無鑑査》を獲得した。1934年日本美術院第２１回展〈合奏〉日本第１５回帝展に入選、
並びに昭憲皇太后から石の硯1座を授かれた。1955年日本文部省芸術院の招きを受けて、「中日美術親善展」に参加した。〈洞房〉という作品で、日本第10回全国美術展に入選された。
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